
NHK大河ドラマ真田丸の放送が終了いたし

ました。大河ドラマ放映に伴い上田城跡公園

内の旧市民会館で運営されていた大河ドラマ

館が平成 29年 1月 15日をもって閉館いたし

ます。信州上田真田丸大河ドラマ館はこれま

で全国各地で設置された大河ドラマ館の中

で、最高の入場者数を記録いたしました。佐藤

のりゆきは放映前の一般質問において、目標

人数を設置すべきと提案し、上田市は 50万人

と目標設定をしましたが、目標の2倍もの来場 

者数を記録いたしました。この賑わいを継

続する取り組みとして、大河ドラマ真田丸

の撮影に係る物品の購入を行い、平成

29年春季から秋季の観光客が多いシー 

ズンに現在の大河ドラマ館を縮小したうえで運営することとなり、こ

れに係る予算 8,000万円を予算化することが可決されました。大河ド

ラマ真田丸放映に伴う観光客増に関し経済効果の検証については

今後実施されます。佐藤のりゆきもこの観光客増を少しでも持続、そ

して今後の観光客増に繋げるための取り組みを強めていまいります。 
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上田市議会議員 佐藤のりゆき 検索 
スマートフォンからもご覧いただけます 

 

  上田市議会平成 28 年 12 月定例会 平成 28 年 12月定例会が 11 月 28日から 12月 19日の会期 22日間で開催 

上田市立産婦人科病院料金改定  条例改正 大河ドラマ館の後利用施設整備   
補正予算 

 8,000 万円

上田市立産婦人科病院料金について、市長より意見を求められて

いた（諮問）上田市立産婦人科病院運営審議会が平成28年11月に

来年４月１日から同院の分べん料などを値上げするよう市長に答申し

ました。これに基づき分娩等に係る料金を改定することから、料金条

例改定について可決されました。 

改定内容 

分べん料（単胎・通常）     現行 18万５，０００円 ➡ 20万３，０００円 

個室利用料（助産の場合）  ５，０００円 ➡ ５，５００円 

帝 王 切 開             14万 5,000円 ➡ 19万円 

帝王切開については改定率がほかの区分と比べて高いため平成

29年度は 16万 7,500円、同 30年度 19万円と段階的に値上げ。 

改定理由としては、上田地域内での民間産婦人科の料金との均

衡を図ることが目的です。市立産婦人病院の料金のみがこれまでど

おり低料金の場合、民間の産婦人科病院の経営に影響を与えてしま

します。しかしながら、このことにより出産世帯への負担は増えてしま

います。料金値上げについては、致し方ない判断ではありますが、佐

藤のりゆきは、「子育てするなら上田市で」を実現するため、より満足

度の高い病院づくりと、出産、子育て世帯への更なる支援については

今後重要な取り組みと考え、取り組みを強めてまいります。 

上田市体育施設使用料金統一    条例改正

合併時より差異が生じていた体育施設使用料等について、平成２９

年４月１日から料金を統一することが可決されました。使用料はそれぞ

れの施設で上下いたしますが、使用料の減免などについてはこれまで

通りとなります。また、これまで、半日単位で料金設定されていた施設

については、利便性を向上させるため１時間単位での料金設定となり

ました。 

 

 

 菅平地区振興施設整備事業 建設工事費

                 工事請負費 1億 7,600万円 

工事管理委託料   100万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菅平高原の誘客と地域住民の生活文化水準向上を図るとともに、ラ

グビーワールドカップキャンプ地誘致を視野に入れ、平成 30 年供用開始

を予定している菅平地区振興施設について施設建設の工事費が今定例

会において補正予算として計上され、可決されました。工事請負費 1 億

7,600 万円、工事管理委託費 100 万円、既に予算化されていた設計委

託料が確定見込みとなり実施設計委託料が 541万円減額となり、今回

1 億 7,159 万円の増額補正となりました。これにより菅平地区振興施設

事業として既に予算化されていた 4,500 万円と合わせ、2億 1,659 万円

が予算化されました。完成までの全体事業費は 9億 5,000万円。 

※菅平地区振興施設事業の詳細については裏面に掲載 

補 正 予 算 

 
菅平地区振興施設 完成予想図 

 長野大学学生納付金変更

上田市は 12 月定例会初日終了後の市議会全員協議会で、公立

化する長野大学の学生納付金について、これまでの市民懇談会など

の説明において学生納付金の中に「施設費」を 11万円としていたが、

文部科学省との協議の中で「将来の施設整備のために在学生から施

設費を徴収することは好ましくない」と助言があり、徴収しないことに

したとの報告がありました。これにより将来の施設整備のために予定

していた施設整備積立金 1 億 1,000 万円（年間）の積立が不可能と

なりました。このことについて上田市は、「今後の総合的な施設整備

計画を作成する中で改めて検討する方針」との説明に留まりました。

今後、計画的な施設更新などをはじめ、運営に係る経費について慎重

に見守り、将来へ負担を残さないよう取り組んでまいります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上田市消防団を中核とした地域防災力の充実強化について 

国は、様々な広域的ニーズに柔軟かつ効率的に対応するとともに、権

限委譲の受け入れ体制を整備するため、平成 7 年 6 月から広域連合を

制度化し、都道府県、市町村、特別区が設置することができることとし、

これらの事務で広域にわたり処理することが適当であると認められるも

のに関し、広域計画を作成し、必要な連絡調整を図り、総合的かつ計画

的に広域行政を推進しております。このような状況を受け、平成 10 年 4

月 1 日に上田広域連合が設立され、常備消防についても広域連合の所

管となりました。消防団については、広域消防となった後も上田市の所管

であります。そのような組織体制のなか、広域消防と上田市消防団の関

わり、位置づけが組織上の理由から対応が難しい状況が発生しておりま

す。消防団への支援、防災力の強化など上田市として行うべきことを着

実に行うよう提言いたしました。 

問 中央消防署が広域連合の予算により耐震工事をしたことで、完

全に広域連合の施設となったことにより、上田市が所有する車両

が、屋外保管となったり、市内各地へ分散保管されたことにより、

車両の劣化への懸念が高まったうえ、なにより消防団員の迅速な行

動に影響をおよぼし、通常の活動時に遠隔地へ消防団員が車両をわ

ざわざ取りに行かなくてはならず団員の負担ともなっている。消防

団員の円滑な活動を支援するのは市としての義務であるが、上田市

として消防車両の車庫を消防団の活動しやすい場所に建設するべ

きではないか。 

答 消防車両の屋外での保管につきましては、緊急車両であります

ことから、冬季の霜、積雪等にも対応しなければならなく、即時出

動できる態勢や盗難、車体の劣化等を考えた場合、議員ご指摘のと

おり、屋内での保管が非常に望ましいと考える。車庫の建設につい

ては、敷地などの確保の問題から難しい状況。また、現在上田地域

広域連合消防本部では、今年度事業として車庫棟の建設を進めて

る。上田市消防団の車両の保管につきましては、広域連合と協議の

上検討したい。 

問 同じく中央消防署が広域連合の施設となったことにより、耐震

工事前に中央消防署玄関入り口にガラスケース内に展示されてい

る施設に分散保管されております。また、上田市消防団の過去の記

上田高砂クリスマスフェスタに参加いたしました。上

田市観光特別大使 野村美奈さん（旧名：三代目コロ

ムビア・ローズ）のステージがおこなわれ、地元真田地

域の皆さんも大勢参加されるなか大変盛り上がりまし

た。野村美奈さんは「千曲川哀歌」など上田市にかか 

わる多くの歌をだされています。上田を全国に向け発信するよう頑張ってくだ

さっております。真田まつりにも毎年参加され、特に真田の売り込みには力を

入れてくださっております。皆さん応援してあげてください。 

佐藤のりゆき 出来事 

  

  

 

菅平地区振興施設は、長年にわたる地域やアスリートからの要望に

応え、菅平高原の魅力をアップし誘客を図るとともに、地域住民の生

活文化水準の向上や防災機能の充実など、将来にわたり多目的な拠

点施設として、より一層の地域振興を推進するため整備するものです。 

加えて、2019 年ラグビーワールドカップ日本大会や、2020 年東京オリ

ンピックなどのキャンプ地も誘致できる施設とし、世界に向け「国際ス

ポーツリゾート信州上田菅平高原」の魅力を発信して知名度やブランド

力の向上を図り、インバウンド（訪日外国人旅行）を含めた新たなまち

づくりにもつながる施設として整備されます。 

平成 29年 4月より建設工事を開始し、平成 30年 8月に外構工事

を含め完成し平成 30年 9月供用開始予定。 

菅平地区振興施設 建設スケジュール 

施設概要 

所在地 上田市菅平高原 1223-87 

         （菅平高原国際リゾートセンター向い） 

敷地面積約  8,200㎡ 駐車場(普 86､大 17) 

建築面積約  2,000㎡ 鉄骨造 ２階建て 

延床面積約  2,500㎡ 最高高さ 約 13ｍ 

（各階床面積 １階 約 1,600㎡ ２階 約 900㎡） 

 主要室 

・アリーナ  

・トレーニングジム 

・ミーティングルーム 

・クールダウンルーム  

・更衣室、シャワー室、 

トイレ、事務室など 

 

１階平面図 ２階平面図 

トレーニングジム アリーナ 
位 置 図 

菅平地区振興施設整備事業  9億 5,000万円

 一 般 質 問
た消防団の先人の皆さんが受賞した品が撤去され、現在は消防団の

利用する施設に分散保管されております。また、上田市消防団の過

去の記録など歴史的な資料などについてもさまざまな場所に保管

されている状況であります。これまで上田市消防団で活躍された先

人の皆さんに対し申しわけの立たない状況であり、私も長年消防団

に携わらせていただいた消防団ＯＢとして非常に悲しむべき状況

であります。上田市として消防団の先人の功績を重んじるのは義務

であります。日本一の上田市消防団の功績、歴史について市として

きちんと展示、保管する場所を整備するべきではないか。 

答 現在日本消防協会から表彰された日消まといのみを消防本部

玄関に展示している。現在の消防本部は、中央消防署との併設であ

りまして、玄関を共有するつくりとなっております。玄関を入りそ

れぞれの事務室へと人の動線を確保する必要から、展示等のスペー

スに余裕がない状況。消防本部が上田地域広域連合の施設であるこ

とや、展示スペースをなかなか確保できないことから、展示等に関

しましては今後消防団と協議し、検討してまいりたい。 

 
この他の質問として、消防団施設の自治会移譲について質問いたしま

した。警鐘楼、消防車両車庫については、自治会へ移譲する方向で進ん

でおります。当面は移譲しても問題ないと市は捉えておりますが、改修、

改築、撤去というような状況が将来発生した場合、補助金もほとんどな

い状況のなかで、自治会の負担で全て行わなくてはなりません。人口減

少のなか自治会の負担を強いる状況となってしまいます。この辺につい

ては今回時間の関係で全て触れることができませんでしたが、今後問題

提起してまいります。 

 

 


